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● 三宅町令和５年度予算編成方針

　本町における令和３年度一般会計の決算において、経
常収支比率については前年度より５．４％減の８０．７％
となり、基金残高も約２５億８，２７５万円と増加してお
り、町財政としては健全化状態にあるものの、財政健全
化法による実質公債費率については前年比０．１％増の
１０．３％、将来負担比率については２７．５％減の０．１％
となっている。

　こうした状況を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の
影響による経済活動の回復のため、町税を中心とした
歳入については短期間での増収は見込めず、一方で歳
出については高齢化の進行により、社会保障経費が増
加していくこと等を踏まえ、限られた財源の中でより大
きな効果を発揮する必要があり、三宅町総合戦略に基
づく計画的かつ重点的な事業実施を推進しなければな
らない。

【国】◇日本を取り巻く環境変化と日本経済

　　　　・新型コロナウイルス感染症や輸入資源価格の

　　　　 高騰など内外への難局への対応　など

　　　◇新しい資本主義に向けた改革

　　　　・人への投資と分配、ＤＸの投資、多極化・

　　　　　地域活性化の促進　など

　　　◇内外の環境変化への対応

　　　　・防災・減災、国土強靱化の推進　など

【県】◇「奈良新『都』づくり戦略」の結実に向け、知恵と

　　　　工夫を凝らし、取り組みをさらに加速

　　　　・大和平野中央田園都市構想　など



町が目指す将来像

「自分らしくハッピーに

　　　スモール（住もうる）タウン」

達成のため、V(ビジョン)・Ｍ(ミッション)・Ｖ(バリュー)

の指針に基づき予算要求を行う。
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＼ 基本方針 ／ 

(ビジョン ・ ミッション ・ バリュー) 
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　年度別プラン等に基づき、第2期総合戦
略の課題解決、KPI達成に向けた新規事
業構築・既存事業の見直しにむけ、

人材投資・育成、スキルアップ・能力開発

など積極的に挑戦する。

例）先進地視察の実施、研修への参加、外部人材の活用



仕組みづくり 仕組みづくり

仕組みづくり

　　　　　仕組みづくり
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令和４年度

令和５年度～令和６年度

令和７年度～令和９年度

準備期（助走）

トライアル期（踏切）

オペレーション期（ジャンプ）
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三宅町の
失敗を恐れず挑戦



１．地方創生推進委員会議での意見等を反映させた内容とし、既存事業の廃止・拡充等を積極的に

　　検討すること。　　※必要な事業であれば、総合戦略への追記を行い実施する。

２．年度別プランを提出すること。（予算見込金額も記載）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　・政策事業（ハード）：令和12年度（過疎指定期限）までのプラン

 　　 ・政策事業（ソフト）：令和9年度（第2期総合戦略期限）までのプラン

　

３．経常予算については、要求額が適切か再度精査したうえで原則前年度と同額とすること。

　　また、経常経費、経常臨時経費、政策経費の棲み分けを行うこと。　　　

４.個別の事業計画の策定・見直しについては、その計画が真に必要かどうか  （法的根拠・見直し

　 の必要性）を精査した上で、要求すること。

　 要求にあっては、職員のスキル向上のため原則職員での作成とし、外部委託が必要な部分を

 　精査し必要最小限とすること。

● 三宅町令和５年度予算編成方針



● 三宅町令和５年度予算編成方針

５.第２期総合戦略の期限（令和9年度）までに、デジタル化（DX）や既存事業見直し、業務の棲み分け等

　 により、三宅町全体の業務量を現状の1割～２割削減を目標に取り組むこと。

６.新型コロナウイルス感染症対策事業については、住民の命と暮らしを守る事業について要求すること。

   社会情勢によっては、年度途中の補正も適宜検討すること。《例)生活支援給付金など》

７．歳入を意識した予算編成を目指すこと。

　　また、基金の活用や企業版ふるさと納税、クラウドファンディングなどの自主財源の確保に努めること。

８．国の補正予算に基づく市町村への各種補助金・交付金の活用も視野に入れ、年度途中の補正対応等、

　　計画的に事業を実施すること。《例)地方創生拠点整備交付金など》

９．総合計画、総合戦略や各種個別計画に定める目標値と実数値の対比を行い、数字による見える化を

　　行うこと。（Ｒ１～Ｒ３）


